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ひと くらし まち つなげる未来

豊田市議会自民クラブ議員団

未来ビジョンⅣ

TEL.0565-34-6665

「住民に身近な行政は、地方公共団体が自主的かつ総合的
に広く担う」という地方分権の考え方に基づき、自立した地
域経営の仕組みの充実に努めるとともに、二元代表制のもと
で地域の代表として市議会の一層の活性化を図ります。

地域の課題は地域で解決できるように、地域自治システム
を活用した支所機能の向上を契機に、地域特性に応じた事業
や施設整備にかかる予算の執行を、地域の権限で実施できる
都市内分権の仕組みを拡充します。

今後の地方制度改革の動向を踏まえ、指定都市への移行も視野に、持続可能な
開発目標（ＳＤＧｓ）を見据えた広域自治体連携の効果的な展開について、豊田市が
担うべき事務・権限、施設配置等について検討を進めます。

豊田市が有する地域資源を活用し、製造業を始めとする
各種産業における積極的な事業の展開により、地域経済の
循環の維持・拡大を図り、安定的な産業構造を構築します。

また、豊田ブランド・特産品の産出等による地場産業の活
性化、中小企業等の新たな事
業展開、起業・スタートアッ
プを担う人材育成などによ
りイノベーションの創出を
図るとともに、環境関連産業
における経済と環境の両立
に向けた取組を促進します。

コロナ禍の影響やインターネット上での取引の普及に伴
い、大きく変化した市民の消費行動に応じて、キャッシュレ
ス決済の導入、楽しさや利便性の向上による買物環境の整備
を推進します。

また、中心市街地の賑わいの創出や各地域拠点などにおけ
る商業・サービス業の一層の振興を図ります。

さらに、地域資源を生かした多彩な観光資源の発掘と魅力
づくりを進めるとともに、ものづくり産業の活用やスポー
ツ・イベントなどの誘致によるコンテンツの拡大、広域的な
道路・公共交通網を生かした幅広い観光やインバウンドの推
進を図ります。

1．自立した都市づくり 2．都市内分権の推進

3．広域連携への対応

4．産業構造の変化への対応 5．商業・観光の振興
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豊田市議会自民クラブ議員団は、「家族が幸せに暮らし
ていける潤いと安らぎのある豊かな豊田市を創ること」
を理念に掲げ、社会経済の変動に翻弄されることのない
品格と風格にあふれた多様な豊かさを生み出す都市を目
標に、多様な主体の自立とつながり（連携）によるまちづ
くりを推進しています。

これまでに、「未来ビジョン」（2010年11月）の策定を
始め、４年ごとに２回の改訂を行い、その実現に向けて取り
組んできました。
近年、豊田市は、基幹産業である自動車産業の構造が急速

に変化していることに加え、新型コロナウイルス感染症へ
の対応、気候変動、少子化・高齢化といった課題に直面して
います。このような社会情勢の変化に対して柔軟で迅速な
対応を図りながら、現在の豊田市を未来につなげていく
ための指針となるよう、今回、新たに「未来ビジョンⅣ」を
定めました。

ひとづくり取組方針 1 ① 子どもの学びと育ち

② 生涯を通した学びと生きがい
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1取組方針

①子どもの学びと育ち

②生涯を通した学びと生きがい

取組方針

豊田市の将来を担う子どもたちはʻ地域の宝ʼです。少子化が進む中、一人ひとりの子どもの権利を尊重し、個性や能力

を伸ばし、豊かな人間性を持った大人に育てることは、私たち大人に課せられた極めて重要な使命です。

そのためにも、家庭や地域、園・学校などが連携して、子どもたちがいきいきと学び、健やかに育つ環境づくりを進める

必要があります。また、「WE LOVE とよた」の取組の一環として、ものづくりや郷土の歴史・文化の学習などを推進し、

地域への誇りや愛着を育むことが、豊田市の将来を担う人材育成に不可欠です。

一方、人生100年時代を迎えた今日、全ての豊田市民が生涯を通して健康で心豊かな人生を送ることも大切なテーマ

です。そのため、余暇や老後をより豊かに過ごせるよう、気軽にスポーツや文

化と触れ合える環境づくりを進めるとともに、いつからでも学び直し、改め

てキャリアを形成する機会を提供することも重要です。特に、高齢者が社会

の担い手として、活力ある地域社会の形成につながる、「生涯活躍」の人づく

り・環境づくりが求められます。

ひとづくり1

①子どもの学びと育ち

社会の生活様式の変化に合わせて、こども園のトイレ再
整備（洋式化）を進めるなど、子どもの健やかな成長を育む
ために、子ども一人ひとりの個性や発育に合わせた保育環
境の整備を進めます。

また、地域の協力を得ながら、多様な体験機会を充実して
心と体の育成を図ります。さらに、地域の様々な人々が子ど
もたちを見守り、育てる体制づくりを進め、子どもたちが安
心して過ごせる環境を形成します。

生活様式や価値観が多様化し、身の回りの情報・技術が目
まぐるしく変化する中、ICTなどの情報技術の活用を始め
教育の質の向上を促し、̒生き抜く力ʼを育みます。

また、学校給食を通じた食育や心の教育を通じて、子ども
達の心身の成長を支援するとともに、いじめ・不登校などへ
の的確な対応に取り組みます。

さらに、コミュニティ・スクールや地域学校共働本部な
ど、地域ぐるみで教育を支えることにより、豊かな人間性や
郷土を愛する心を育て、知・徳・体のバランスのとれた子ど
もを育てます。

子どもたちがより良い教育環境のもとで学習できるよ
う、地域の特性や子どもの学びに応じた学級・学校規模の適
正化を図るとともに、学校施設の長寿命化改修や適切な整
備などを進めます。

また、子どもたちが毎日通る通学路の安全を確保するため、
地域・学校とともに危険個所を点検・見える化し、整備を進め
ます。

２．学校教育の充実

３．教育環境の整備

1．育成環境の整備

②生涯を通した学びと生きがい

市民が身近な場所で様々な文化芸術に触れ、心豊かな生
活が送れるよう、市民によるアートプロジェクトや自主的・
創造的な文化活動を支援します。

また、多くの市民が文化ゾーンや各地域で様々な芸術・文
化活動に取り組めるよう、参加機会の提供や活動環境の整
備などを進めます。

豊田市が誇る歴史・文化を未来へつなぐため、拠点となる
博物館の整備と学校教育との連携、文化ゾーン整備、様々な
文化財の継承などにより、市民一人ひとりの郷土愛を育み
ます。

また、各地域固有の民俗文化財や郷土芸能などの伝承を
図るため、保存・活用の検討や鑑賞・伝承の場の整備・充実を
進めます。

多様な世代や障がい者など、市民の誰もが身近な場所で
気軽にスポーツを楽しむことができるよう、利用しやすい
施設の整備・充実やスポーツに取り組む機会の拡充などを
進めます。

一方、本市ゆかりのトップアスリートやラグビー・サッカ
ーなどのトップチームとの連携、ラリーを始めとするモー
タースポーツなど、スポーツを通じた交流やボランティア
活動、スポーツツーリズムなどの推進により、活力ある社会
の実現並びに市民の夢や希望を育むスポーツ文化の育成・
定着を図ります。

２．歴史・文化の継承

３．スポーツに親しむ環境づくり

1.文化活動の支援

子どもの貧困やヤングケアラー、ニートやひきこもりの克服など様々
な問題に対し、教育・福祉行政と地域が連動して支え、必要に応じた居場
所を提供しつつ、自立した社会人への成長を支援します。

一方で、若者の社会参加の推進、キャリアアップを支援する仕組みを
検討・提案します。

年齢や性別・職業・文化・言語・国籍・経験などが異なる市
民が、お互いを認め合い、一人ひとりが活躍できる地域社会
を形成するための環境づくりを進めます。

４．多様な市民の活躍支援

４．青少年の健全育成・若者の社会参画
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取組方針

①健康寿命を支えるしくみづくり

②みんなで支え合う地域社会づくり

③安全に暮らせるための備えの強化

くらしづくり2

①健康寿命を支えるしくみづくり

今後の医療環境の変化に対応し、市民が望む適切なサービ
スが受けられるよう、医療の提供体制の充実に向け、ハード・
ソフト両面から推進を図ります。
また、高齢化の進展に対応して、医療と福祉の連携による在

宅療養の体制づくりを推進します。

若いころからの健康づくりの奨励、きらきらウエルネス地
域推進事業や元気アップ事業などの健康づくり事業を通し
て、市民一人ひとりの健康維持、介護を必要としない健康な
体づくりを促進し、健康寿命の延伸を図ります。
一方で、病気の未然防止や早期発見のために、定期健（検）

診、予防接種、9020運動などの施策の充実を図るとともに、
心の健康を守るため、共に支え希望や生きがいを持てるよ
う、心のケア対策や健康づくりを地域の特性に合わせて促進
します。

新型コロナウイルス感染症の収束に向けた取組を推進する
とともに、今後も発生することが懸念される新たな感染症に
備え、正確で迅速な情報収集と発信、健康危機管理体制の再構
築を進めます。

②みんなで支え合う地域社会づくり

２．地域共生型社会システムの深化

全ての市民が、暮らしや生きがいを共に創り、高め合う
ことができる地域共生社会の構築が求められています。
そのため、複雑なニーズに対応できる総合相談窓口や包括
的な支援体制の強化、子ども食堂やお助け隊など困難を
抱えている人を地域で支え合う取組を促進します。そのた
めにも、医療・福祉人材の確保・育成、地域で活動する民生
委員やボランティアなどに対する支援を通して、地域共生
型社会システムの構築を推進します。

２．健康寿命の延伸

３．感染症対策の強化

1．医療体制の充実

1．子育て支援の充実

妊娠・出産と向き合う機会（命の尊さ、親の役割などの教育）
の提供や妊娠・出産からその後の子育てに関する情報提供・相
談・交流事業など、不安の解消と母子の孤立を防止する取組を
推進します。
また、待機児童の解消に向けたこども園の整備や企業主導

型保育事業の支援など、多様な保育ニーズに対応した施策を
充実し、仕事と子育ての両立を支援します。
さらに、子育て家庭における医療費など経済的

な負担の軽減と経済的援助を必要とする子ども・
家庭に対するきめ細かな支援を充実するととも
に、関係機関との連携による児童虐待防止に向け
た取組を推進します。

新型コロナウイルス感染症の拡大により、人々の暮らしは大きく影響を受け、健康で豊かに暮らせることのありがたさを実
感する機会となりました。また、相次ぐ自然災害がもたらす被害も甚大であり、我々にとって安全・安心な暮らしを維持するこ
とは容易ではありません。
また、出産・子育てから高齢になるまで、住み慣れた地域で安心して最期まで自分らしく過ごすことができるよう、自らの生

活を構築するとともに、互いに助け合ってより豊かな暮らしを創出する共助の仕組みづくり、生活様式や価値観の多様化に応
じた行政サービスのあり方など公助の見直しについて、それぞれ進めることが必要です。
一方、防災・防犯を始めとする安全対策や消防・救急体制の強化など、安全で快適な暮らしを持続するための体制整備が求め

られます。

４．高齢者の在宅生活支援

急速に増加している高齢者が、住み慣れた自宅等で生活で
きるよう、在宅医療と福祉が連携し、高齢者が必要とする生
活支援サービスを整備します。
また、高齢者が安心して地域で住み続けられるよう、フレ

イル対策や介護予防に取り組むとともに、認知症に対する理
解啓発や支援体制の構築を進めます。
一方で、自宅での生活が困難な高齢者のために、特別養護

老人ホーム、認知症高齢者グループホーム等の介護施設の整
備を促進します。

３．障がい者の自立支援

障がい者が、安心して自分らしい生活を送ることができる
よう、グループホームの整備、農福連携などによる日中活動
場所や就労の場の確保を図ります。
また、重度障がい者に対する医療の提供体制の充実や重症

心身障がい者の包括的支援体制の充実を図ります。

5．生活困窮者への支援

生活に困窮する方々のセーフティネットとして、生活保
護や生活資金の援助など必要な支援につなげます。
また、生活困窮者の自立支援に向け、就労支援の強化や

学習環境に恵まれていない子どもへの支援の充実を図り
ます。

③安全に暮らせるための備えの強化

２．防犯対策の推進

自主防犯活動への支援や防犯環境の整備を通して、安心し
て生活することができる地域防犯力の向上を促進します。
また、市民に対する効果的な防犯啓発を推進するとともに、

様々な機関・団体との連携のもと、巡回の強化や犯罪情報の迅
速な提供による犯罪抑止に向けた取組を幅広く進めます。
一方で、高齢者を中心に巻き込まれやすい、消費生活トラブ

ルに対して、啓発による未然防止に取り組むとともに、発生後
の相談体制を強化します。

1．防災対策の推進

南海トラフ地震、激甚化・頻発化する風水害など、あらゆ
る自然災害から市民の生命と財産を守り、安全で安心なま
ちづくりを推進します。その一環として、家族構成や地域特
性に応じて市民一人ひとりが災害に備えて整理する「マ
イ・タイムライン」の作成、地域防災力の強化などを促進し
ます。
また、大規模災害時の被害を最小限に抑えるため、災害情

報の伝達手段の多角化・デジタル化、都市基盤施設等の耐震
化、矢作川の川幅が急激に狭まるʻ鵜の首狭窄部ʼなど河川の
治水対策等を着実に推進するとともに、市民、事業者及び行
政が相互に連携・共働し、継続して地域の強靱化に向けた取
組を推進し、災害に強いまちづくりに取り組みます。

３．交通安全対策の推進

効率的で効果的な道路・交通安全施設の整備や先端技術の
導入により、交通死亡事故ゼロの実現を目指します。
また、幼児から高齢者まであらゆる世代に向けた交通安全

教育や様々な機関・団体との連携による啓発活動を推進する
とともに、通学路の安全確保など、きめ細かい交通安全対策
を推進します。

4．消防・救急対応力の向上

事故や災害から市民を守るため、あらゆる不測の事態に対
処できる消防体制の確立や救急・救助体制の高度化を推進し
ます。
具体的には、緊急通報に対するより迅速で的確な対応がで

きる消防指令システムの確立、医療機関との連携や先端技術
を活用した救急搬送体制の整備を推進します。
また、災害時に不足が懸念される消防水利の整備を進める

とともに、地域防災の要である消防団について、団員の加入
促進や装備・設備の充実強化を図ります。
さらに学校、家庭、地域、事業所での防火意識の向上を図る

とともに、各々の住宅や施設における防火対策を促進し、火
災予防を推進します。

取組方針

P7 P8
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